
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース状のモジュール本体（２９ｆ）と、このモジュール本体側部に取り付けられた光
コネクタアダプタ（２９ａ）とを備え、前記モジュール本体内に収納された光ファイバ（
５１、５２）に外部から接続した別の光ファイバ（２６）を、前記光コネクタアダプタに
よってコネクタ接続可能に成端

光モジュールであって、
　前記モジュール本体内には、前記光コネクタアダプタ側に接続された一端に対して、光
コネクタ（５１ａ）によって、別の光ファイバ（２６、５２）とコネクタ接続可能に成端
された他端を有する成端光ファイバ（５１）が収納され、
　さらに、 一端が外部の光ファイバ（２６）と融着接続され
る融着光ファイバ（５２）の他端 コネクタ接続

、
　しかも、前記モジュール本体には、外部の光ファイバが引き込まれる開口部（２９ｅ）
と、
光ファイバ（５２） 光線路試験装置（３７）へ引き出

ための開口部（２９ｇ）とを備えることを特徴とする光モジュール
（２９、２９１、２９２）。
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し、光線路試験装置（３７）が設けられている光配線盤に
複数横並びに収納される

前記モジュール本体内には、
を前記成端光ファイバ他端に した光コネク

タ（５１ａ、５２ａ）を取り出し可能に収納するためのコネクタ収納部（５３ｂ）と、前
記外部の光ファイバと前記融着光ファイバとの融着接続部（５８）を収納するための融着
部収納部（５３ｃ）とが設けられ

該モジュール本体内に引き込まれたコネクタ付きの外部光ファイバあるいは前記融着
を前記 して前記光線路試験装置に対

してコネクタ接続する



【請求項２】

【請求項３】
　前記光コネクタアダプタと前記成端光ファイバとの間あるいは成端光ファイバの途中に
介在された光カプラ（５６ａ）に、光線路試験装置から出力された試験光を入射する試験
用光ファイバ（２９ｃ）が接続されていることを特徴とする請求項１ 記載の光モジ
ュール。
【請求項４】
　

【請求項５】
　

【請求項６】

【請求項７】
　

【請求項８】
　請求項１ 記載の光モジュールまたは請求項 記載の光モジュー
ルが入れ替え可能に収納されていることを特徴とする光配線盤（２０）。
【請求項９】
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　外部光ファイバが引き込まれる前記開口部（２９ｅ）が、コネクタ付きの外部光ファイ
バ先端と前記成端光ファイバ他端とをコネクタ接続した光コネクタ（２６ａ、５１ａ）を
収納するコネクタ収納筒であることを特徴とする請求項１記載の光モジュール。

又は２

前記モジュール本体内が、仕切壁（５５）によって、前記成端光ファイバの余長を収納
する接続部収納空間（５３）と、前記光カプラを収納する光部品収納空間（５４）とに仕
切られ、前記コネクタ収納部及び前記融着部収納部が前記接続部収納空間に設けられ、
　前記モジュール本体には、外部の光ファイバが引き込まれる開口部（２９ｅ）と、前記
コネクタ付きの外部光ファイバあるいは前記融着光ファイバ（５２）を前記光線路試験装
置（３７）へ引き出して前記光線路試験装置に対してコネクタ接続するための開口部（２
９ｇ）とが、前記接続部収納空間に連通させて開口され、さらに、前記光部品収納空間に
連通させて形成された開口部（２９ｅ）から前記試験用光ファイバが引き出されているこ
とを特徴とする請求項３記載の光モジュール。

前記モジュール本体は外観薄板ケース状であり、
　前記接続部収納空間（５３）と前記光部品収納空間（５４）とは、前記モジュール本体
の厚さ方向両側に、前記仕切壁を介して隣接し、しかも、前記仕切壁に開口された光ファ
イバ連通穴（５５ａ）を介して連通されていることを特徴とする請求項４記載の光モジュ
ール。

　前記モジュール本体の側部に、前記接続部収納空間を開閉するための蓋（２９ｑ）が設
けられ、
　前記仕切壁が、前記モジュール本体に対して着脱可能であることを特徴とする請求項４
又は５記載の光モジュール。

外部の光ファイバが引き込まれる前記開口部（２９ｅ）と、前記外部の光ファイバに接
続された光ファイバ（５２）あるいはコネクタ付きの外部光ファイバあるいは前記試験用
光ファイバをモジュール本体から前記光線路試験装置（３７）へ引き出すための開口部（
２９ｇ）とが、前記モジュール本体において、前記光コネクタアダプタが取り付けられて
いる一端部とは反対の他端部に開口されていることを特徴とする請求項３～６のいずれか
に記載の光モジュール。

又は２ ３～７のいずれかに

外線光ケーブル（２４）が引き込まれるケーブル導入部（２５）と、伝送装置に接続さ
れた装置側光ファイバ（３３）が導入される装置側導入部（３２）と、請求項１又は２記
載の光モジュール、及び／又は、請求項３～７のいずれかに記載の光モジュールを複数横
並びに収納する成端部（２８）とを具備し、前記外線光ケーブルの光ファイバである前記
外部光ファイバと前記装置側光ファイバとが前記光モジュールの光コネクタアダプタにて
コネクタ接続されるように構成され、
　前記成端部は、
　該成端部に収納された光モジュールの開口部（２９ｇ）から引き出された光ファイバ（
２９ｃ、３６、５２）を前記光線路試験装置とコネクタ接続するための接続部（３９）を



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光ファイバを光コネクタアダプタによって、別の光ファイバとコネクタ接続可
能に成端する光モジュールおよび光配線盤に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、外線光ケーブルの多数本の光ファイバに対して、伝送装置側の光ファイバを分岐
接続する光配線盤のように、多数本の光ファイバ同士を切替可能に接続する光配線盤にあ
っては、光ファイバの余長処理作業、切替接続の作業性、対応心数の増大等に鑑みて、光
モジュールを使用するものが提供されている。前記光モジュールは、外観薄板ケース状で
あることが普通であり、横並びに複数配列して収納される。また、各光モジュールは、一
側部に取り付けられた光コネクタアダプタによって、光ファイバをコネクタ接続可能に成
端し、前記光ファイバの余長を内部に収納するようになっている。前記光コネクタアダプ
タに、外側から別の光ファイバをコネクタ接続することで、光ファイバ同士が接続される
。
【０００３】
図１５は、この種の光モジュール１の一例を示す。
図１５において、光モジュール１は、外観薄板ケース状のモジュール本体２と、このモジ
ュール本体２の一端部に取り付けられた光コネクタアダプタ３とを備えている。モジュー
ル本体２内に収納された光ファイバ５は、例えば、４心、８心等の多心光ファイバであり
、一端が、光コネクタ４によってコネクタ接続可能に成端され、他端が単心分岐されて、
それぞれ光コネクタアダプタ３に接続される。前記光コネクタアダプタ３に対向するモジ
ュール本体２他端部には、光ファイバ穴６が開口され、この光ファイバ穴６からモジュー
ル本体２内に導入された光ファイバ７の、予め光コネクタ７ａによって成端された端部が
、前記光ファイバ５に対して着脱可能にコネクタ接続される。これにより、光ファイバ７
が光ファイバ５を介して、光コネクタアダプタ３によってコネクタ接続可能に成端される
。前記光コネクタアダプタ３に、外側から別の光ファイバ８がコネクタ接続されると、光
ファイバ５を介して光ファイバ７、８同士が光接続される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、図１５に示した光モジュール１は、コネクタ成端された光ファイバ７に対応す
るものであるが、コネクタ成端されていない光ファイバには対応できないため、専用の光
モジュールを別途用意することとなる。コネクタ成端されていない光ファイバに対応する
光モジュールは、この光モジュール内蔵の光ファイバと、成端すべき光ファイバとを融着
接続し、融着接続部を接続余長とともに収納する。これにより、光ファイバは、モジュー
ル側光ファイバを介して、光コネクタアダプタによってコネクタ接続可能に成端される。
このように、従来、光モジュールは、成端すべき目的の光ファイバの成端の有無に対応し
て、それぞれ専用のものを用いることが普通であった。しかしながら、光ファイバのコネ
クタ成端の有無に対応して、光モジュールの種類を使い分けるのでは、作業性に不満があ
り、コスト的にも不利であり、改善したい要求があった。例えば、この光モジュールを収
納してなる光配線盤等では、導入される光ファイバのコネクタ成端の有無に対応して、光
モジュールの入れ替え等を行わねばならず、組立作業性等を向上できないといった問題が
生じる。
さらに、光モジュールにあっては、光カプラを介して、この光ファイバに、光パルス試験
器（いわゆるＯＴＤＲ）内蔵の光線路試験装置を接続して、断線等の試験を行うことがあ
るが、光ファイバの成端の有無によって光モジュールを入れ替えると、この光線路試験装
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上部に備え、前記外線光ケーブルから前記光モジュールに引き込む前記外部光ファイバを
収納する樋状の配線部（２８ｅ）を下部に備えることを特徴とする請求項８記載の光配線
盤。



置との接続もやり直す必要があり、作業数が増加する不満があった。
【０００５】
本発明は、前述の課題に鑑みてなされたもので、
（１）光ファイバを、そのコネクタ成端の有無に関係無く、光コネクタアダプタによりコ
ネクタ接続可能に成端することができる光モジュールを提供すること、並びに、
（２）光カプラと、光線路試験装置に接続される試験用光ファイバとを備える光モジュー
ルと、これら光カプラや試験用光ファイバを備えていない光モジュールとが入れ替え可能
であり、試験の有無に簡単に対応できる光配線盤を提供することを目的とするものである
。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、前記課題を解決するため、以下の構成を採用した。
　すなわち、本発明では、ケース状のモジュール本体と、このモジュール本体側部に取り
付けられた光コネクタアダプタとを備え、前記モジュール本体内に収納された光ファイバ
に外部から接続した別の光ファイバを、前記光コネクタアダプタによってコネクタ接続可
能に成端 光モジ
ュールであって、前記モジュール本体内には、前記光コネクタアダプタ側に接続された一
端に対して、光コネクタによって、別の光ファイバとコネクタ接続可能に成端された他端
を有する成端光ファイバが収納され、さらに、 一端が外部の
光ファイバと融着接続される融着光ファイバの他端 コネクタ
接続

、しかも、前記モジュール本体には、外部の光ファイバが引き込まれる開口部と、
光ファイバ

光線路試験装置へ引き出 ための
開口部とを備えることを特徴とする光モジュールを前記課題の解決手段とした。

　請求項 記載の発明は、請求項１ 記載の光モジュールにおいて、前記光コネクタ
アダプタと前記成端光ファイバとの間あるいは成端光ファイバの途中に介在された光カプ
ラに、光線路試験装置から出力された試験光を入射する試験用光ファイバが接続されてい
ることを特徴とする。
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し、光線路試験装置が設けられている光配線盤に複数横並びに収納される

前記モジュール本体内には、
を前記成端光ファイバ他端に

した光コネクタを取り出し可能に収納するためのコネクタ収納部と、前記外部の光フ
ァイバと前記融着光ファイバとの融着接続部を収納するための融着部収納部とが設けられ

該モジ
ュール本体内に引き込まれたコネクタ付きの外部光ファイバあるいは前記融着
を前記 して前記光線路試験装置に対してコネクタ接続する

　請求項２記載の発明は、請求項１記載の光モジュールにおいて、外部光ファイバが引き
込まれる前記開口部が、コネクタ付きの外部光ファイバ先端と前記成端光ファイバ他端と
をコネクタ接続した光コネクタを収納するコネクタ収納筒であることを特徴とする。

３ 又は２

　請求項４記載の発明は、請求項３記載の光モジュールにおいて、前記モジュール本体内
が、仕切壁によって、前記成端光ファイバの余長を収納する接続部収納空間と、前記光カ
プラを収納する光部品収納空間とに仕切られ、前記コネクタ収納部及び前記融着部収納部
が前記接続部収納空間に設けられ、前記モジュール本体には、外部の光ファイバが引き込
まれる開口部と、前記コネクタ付きの外部光ファイバあるいは前記融着光ファイバを前記
光線路試験装置へ引き出して前記光線路試験装置に対してコネクタ接続するための開口部
とが、前記接続部収納空間に連通させて開口され、さらに、前記光部品収納空間に連通さ
せて形成された開口部から前記試験用光ファイバが引き出されていることを特徴とする。
　請求項５記載の発明は請求項４記載の光モジュールにおいて、前記モジュール本体は外
観薄板ケース状であり、前記接続部収納空間と前記光部品収納空間とは、前記モジュール
本体の厚さ方向両側に、前記仕切壁を介して隣接し、しかも、前記仕切壁に開口された光
ファイバ連通穴を介して連通されていることを特徴とする。
　請求項６記載の発明は、請求項４又は５記載の光モジュールにおいて、前記モジュール
本体の側部に、前記接続部収納空間を開閉するための蓋が設けられ、前記仕切壁が、前記
モジュール本体に対して着脱可能であることを特徴とする。
　請求項７記載の発明は、請求項３～６のいずれかに記載の光モジュールにおいて、外部
の光ファイバが引き込まれる前記開口部と、前記外部の光ファイバに接続された光ファイ



　請求項 記載の発明は、請求項１ 記載の光モジュールまたは請求項
記載の光モジュールが入れ替え可能に収納されていることを特徴とする光配線盤を

前記課題の解決手段とした。

【０００７】
　この発明によれば、コネクタ接続可能に成端（以下、「コネクタ成端」）されている光
ファイバに対しては、この光ファイバを、成端光ファイバとコネクタ接続し、この成端光
ファイバを介して光コネクタアダプタと接続する。コネクタ接続されていない光ファイバ
に対しては、成端光ファイバと融着光ファイバとの間のコネクタ接続、および、融着光フ
ァイバと、成端する目的の光ファイバとの間の融着接続によって、融着光ファイバを介し
て、目的の光ファイバを成端光ファイバと接続する。これにより、成端光ファイバや融着
光ファイバを介して、目的の光ファイバが、光コネクタアダプタと接続され、コネクタ成
端される。
　また、外部の光ファイバを開口部からモジュール本体内に引き込み、この外部光ファイ
バに接続した光ファイバを開口部から引き出して、光線路試験装置へ接続すると、光モジ
ュール全体の光配線の竣工前であっても、外部の光ファイバに係る光線路の断線試験等を
行うことができる。
　請求項 記載の発明によれば、試験用光ファイバを介して入射される試験光によって、
光コネクタアダプタ側、成端光ファイバ他端に接続された別の光ファイバ側のいずれの光
線路についても、断線等の試験を行うことができる。試験用光ファイバを、光線路試験装
置側の光線路と接続するだけで、光線路試験装置から出力された試験光を、簡単に、目的
の光線路に入射できる。このときの各光線路の試験は、竣工後の試験であり、随時行って
光線路の断線等を常時監視することが好ましい。
　請求項 記載の発明によれば、光配線盤内に収納する光モジュールを入れ替えるだけで
、線路監視の有無、すなわち、光線路試験装置側との接続の有無を、簡単に切り替えるこ
とができる。常時線路監視を行うには、請求項 記載の光モジュールを採
用し、試験用光ファイバを光線路監視装置側に接続するだけで簡単に対応できる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施の形態を、図面を参照して説明する。
まず、本実施の形態の光配線盤を説明する。
図１（ａ）、（ｂ）および図２は、光配線盤２０を示す図であって、図１（ａ）は装置側
を示す正面図、図１（ｂ）は図１（ａ）のＡ－Ａ線断面矢視図、図２はこの光配線盤２０
のケーブル側を示す背面図（但し、図２は、図１に比べて拡大して表示している）である
。
これら図において、この光配線盤２０は、成端架体２１と、装置側架体２２と、これら両
架体２１、２２の中間に配置された中継架体２３とを備えて構成されている。中継架体２
３のケーブル側（図１（ａ）紙面奥側、図２紙面手前側）上部のケーブル導入部２５には
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バあるいはコネクタ付きの外部光ファイバあるいは前記試験用光ファイバをモジュール本
体から前記光線路試験装置へ引き出すための開口部とが、前記モジュール本体において、
前記光コネクタアダプタが取り付けられている一端部とは反対の他端部に開口されている
ことを特徴とする。

８ 又は２ ３～７のいず
れかに

　請求項９記載の発明は、請求項８記載の光配線盤において、外線光ケーブルが引き込ま
れるケーブル導入部と、伝送装置に接続された装置側光ファイバが導入される装置側導入
部と、請求項１又は２記載の光モジュール、及び／又は、請求項３～７のいずれかに記載
の光モジュールを複数横並びに収納する成端部とを具備し、前記外線光ケーブルの光ファ
イバである前記外部光ファイバと前記装置側光ファイバとが前記光モジュールの光コネク
タアダプタにてコネクタ接続されるように構成され、前記成端部は、該成端部に収納され
た光モジュールの開口部から引き出された光ファイバを前記光線路試験装置とコネクタ接
続するための接続部を上部に備え、前記外線光ケーブルから前記光モジュールに引き込む
前記外部光ファイバを収納する樋状の配線部を下部に備えることを特徴とする。

３

８

３－７のいずれか



、外線側の光ケーブル２４が引き込まれて固定される。この光ケーブル２４端末から引き
出されたケーブル側光ファイバ２６は、同じく中継架体２３ケーブル側にて前記ケーブル
導入部２５の下方に設けられている余長収納部２７内に垂らすようにして、余長が湾曲収
納される。ケーブル側光ファイバ２６の先端は、成端架体２１ケーブル側から、この成端
架体２１内に上下に多段に設けられた成端部２８の内の目的のものに引き込まれ、この成
端部２８内に複数収納された光モジュール２９に内蔵の光ファイバと接続される。ケーブ
ル側光ファイバ２６の余長は、各成端部２８毎に設けられた余長収納ボックス３０内にも
収納され、目的の光モジュール２９までの配線長が調整される。この余長収納ボックス３
０は、上方開口されているため、余長の収納や、取り出しの作業性に優れている。
【０００９】
図３は成端部２８を示す側面図、図５は光モジュール２９を示す斜視図である。図３およ
び図５に示すように、光モジュール２９は、外観薄板状のケースであり、成端部２８に横
並びに多数配列収納される（図１（ａ）および図２参照）。各成端部２８では、成端架体
２１装置側（図１（ａ）紙面手前側、図３中右側）に、各光モジュール２９一端部に取り
付けられた光コネクタアダプタ２９ａが配列される。ケーブル側光ファイバ２６に係る光
線路は、光モジュール２９内蔵の光ファイバと接続されることで、光モジュール２９内に
て単心分岐されて、多連である光コネクタアダプタ２９ａに対して、それぞれ接続される
（例えば、図８参照）。
なお、光モジュール２９の構成は、さらに、後述にて詳細に説明する。
ケーブル側光ファイバ２６としては、本実施の形態では、多心の光ファイバ心線や光コー
ドが採用される。なお、単心の光ファイバ心線や光コード等も採用可能である。単心の場
合は、光モジュール２９内にて単心分岐する必要は無い。
また、ケーブル側光ファイバ２６は、余長収納ボックス３０に到達するまでは、スパイラ
ルチューブ等により補強した上、中継架体２３内に引き回すことが普通である。
【００１０】
一方、図１（ａ）に示すように、装置側架体２２では、伝送装置と接続された局内光ケー
ブルである装置側光ケーブル３１が、当該装置側架体２２上部に設けられた装置側導入部
３２に導入され、固定用治具４９ｃ（図１（ｂ）参照）により固定される。この装置側光
ケーブル３１端末から引き出された装置側光ファイバ３３は、単心光コードであることが
一般的であり、装置側導入部３２の受け棚３２ａから装置側架体２２の側壁部２２ａ内面
側に沿って確保した湾曲収納部２２ｂへ引き落とされ、そこから、装置側架体２２下部に
て上下に多段に設けられた余長吸収棚３４を経由して、中継架体２３装置側の配線部２３
ａに引き込まれ、さらに、成端架体２１装置側から目的の成端部２８に引き込まれ、図３
に示すように、光コネクタ３５によってコネクタ成端された先端が、光コネクタアダプタ
２９ａに切替可能に接続されるようになっている。図１（ａ）に示すように、中継架体配
線部２３ａ内では、接続先の成端部２８と余長吸収棚３４との間にて、装置側光ファイバ
３３に確保した余長３３ａを、下方へ垂らすようにして配線することで湾曲吸収する。
図３中、符号２８ａは、光モジュール２９に接続される装置側光ファイバ３３等の光ファ
イバを収納する光ファイバ収納樋、２８ｂはコードサドルである。また、符号２８ｅはケ
ーブル側光ファイバ２６を収納する樋状の配線部、２８ｆはケーブル側光ファイバ２６を
引き留めるガイド部品である。
【００１１】
装置側光ファイバ３３は、光コードであるから、装置側導入部３２から成端部２８に亘っ
て、自由に湾曲させつつ配線することができ、また、光コネクタアダプタ２９ａに対する
切替接続を行っても、傷める心配が無い。
装置側光ファイバ３３先端の光コネクタ３５や光コネクタアダプタ２９ａとしては、例え
ば、ＪＩＳ　Ｃ　５９７３に制定されるＳＣ形光コネクタ（ Single　  fiber Coupling op
tical fiber connector）等が採用される。なお、これら光コネクタ３５、光コネクタア
ダプタ２９ａとしては、多心では、着脱の簡便なプッシュオン形のものを採用することが
好ましく、例えば、ＪＩＳ　Ｃ　５９８２に制定されるＭＰＯ形光コネクタ（ Multifiber
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 Push On）等が採用される。これにより、多心の装置側光ファイバ３３の採用が可能とな
り、多心化、高密度化に寄与する。
【００１２】
図１（ａ）、（ｂ）および図４に示すように、前記余長吸収棚３４は、斜めに傾斜して設
けられた底板３４ａと、この底板３４ａ上に設けられ、装置側光ファイバ３３を取り出し
可能にクランプする一対のクランプ部３４ｂと、このクランプ部３４ｂ間にて、前記底板
３４ａ上に上下に多段（図４中では、３段）に配置して取り付けられたＲガイド３４ｃと
を備えて構成され、装置側光ファイバ３３を、前記Ｒガイド３４ｃを適宜利用して、底板
３４ａ上にＵ字形やＳ字形等に湾曲配線することで、余長を吸収できる。また、余長吸収
棚３４は上方が開放されており、装置側光ファイバ３３の取り出し、再収納が容易である
から、光モジュール２９に対して装置側光ファイバ３３の切替接続に伴って配線ルートに
変更が生じたり、余長の処理量が変化しても、装置側光ファイバ３３をいずれかの余長吸
収棚３４に対して配線し直すことで容易に対応できる。
【００１３】
図１（ａ）に示すように、成端架体２１の下部に設けられた未接続処理ユニット３６は、
何処にも接続されていない、未接続の装置側光ファイバ３３先端を収納する。
未接続処理ユニット３６近傍には、パルス試験器（いわゆるＯＴＤＲ）を内蔵する光線路
試験装置３７（図１（ａ）中「ＦＴＵ」）、心線選択装置３８（図２中、「ｆｓ」）が設
けられている。
【００１４】
図１（ａ）、（ｂ）中、４０は、スプリッタモジュール収納部であり、外観薄板ケース状
のスプリッタモジュール４１を横並びに複数枚収納している。このスプリッタモジュール
４１は、装置側架体２２装置側（図１（ａ）中紙面手前）に向けられた光コネクタアダプ
タ４２には、装置側光ファイバ３３が接続される。このスプリッタモジュール４１の前記
光コネクタアダプタ４２近傍の開口部４６から引き出された複数本の光ファイバ４５（例
えば、単心光コード。以下、「スプリッタコード」）は、中継架体２３を経由して、目的
の光モジュール２９の光コネクタアダプタ２９ａに対して切替可能にコネクタ接続される
。これにより、光コネクタアダプタ４２に接続された装置側光ファイバ３３を、このスプ
リッタモジュール４１に内蔵の光スプリッタを介して、複数本のケーブル側光ファイバ２
６と、例えば、１対４や、１対８等に分岐接続することができる。スプリッタコード４５
は、それぞれ、中継架体配線部２３ａ内に上下に多段に設けられたコードダクト２３ｂを
利用して成端部２８内に引き込まれる。
【００１５】
図１（ａ）中、ジャンパコード４８は、光モジュール２９間を接続する。これにより、ジ
ャンパコード４８を介して、ケーブル側光ファイバ２６同士が接続される。このジャンパ
コード４８の両端は、それぞれ、装置側光ファイバ３３の光コネクタ３５や、スプリッタ
コード４５先端と同様の構成の光コネクタ（図示せず）によって、各光モジュール２９の
光コネクタアダプタ２９ａに対して切替可能に接続される。
図１（ａ）中、符号４９ａ、４９ｂは、架間ジャンパコード収納棚である。この架間ジャ
ンパコード収納棚４９ａ、４９ｂから、光配線盤２０内に引き込まれたジャンパコードも
、光モジュール２９の光コネクタアダプタ２９ａ、スプリッタモジュール４１の光コネク
タアダプタ４２に切替可能にコネクタ接続できるようになっていることが好ましい。
【００１６】
この光配線盤２０の成端部２８に収納される光モジュール２９としては、光線路試験装置
３７側に接続される試験用光ファイバ２９ｃを有する光モジュール２９１と、前記試験用
光ファイバ２９ｃを有していない光モジュール２９２の２種類がある。これら光モジュー
ル２９１、２９２は、それぞれ、成端部２８に対して、ケーブル側から出し入れ可能であ
り、互いに入れ替え可能になっている。両光モジュール２９１、２９２の外形寸法、光コ
ネクタアダプタ２９ａの取付位置等は、共通である。
【００１７】
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まず、光モジュール２９１を説明する。
図５に示すように、光モジュール２９１は、外観薄板ケース状のモジュール本体２９ｆと
、このモジュール本体２９ｆの一端部（図５中紙面奥側）に取り付けられた光コネクタア
ダプタ２９ａとを備えている。前記モジュール本体２９ｆの他端部（図５中紙面手前側）
に突出状態に設けられたコネクタ収納筒２９ｅには、光モジュール２９１内に収納された
成端光ファイバ５１とケーブル側光ファイバ２６とをコネクタ接続した光コネクタ５１ａ
、２６ａが接続状態を維持したまま、引き出し可能に収納される。また、モジュール本体
２９ｆの一側部には、開閉自在の蓋２９ｑが設けられている。符号２９ｏは、光モジュー
ル２９１を成端架体２１ケーブル側へ引き出すための引出用突片、符号２９ｐは、成端部
２８に設けられた係合片２８ｄに係脱可能に係合するラッチである。図３中、２９ｒは、
成端部２８の図示しないガイド溝に挿入されるガイド片であり、この光モジュール２９１
は、ケーブル側から、前記ガイド溝に前記ガイド片２９ｒを挿入して位置決めしつつ、成
端部２８に挿入され、ガイド片２９ｒが前記ガイド溝の最奥部に突き当たることで挿入が
停止し、ラッチ２９ｐが係合片２８ｄに係合して、引き抜きが規制される。ラッチ２９ｐ
を変形させ（図５中下方へ押圧変形する）、係合片２８ｄとの係合を解除すると、成端部
２８からケーブル側（背面側）へ光モジュール２９１を抜き出すことができる。
モジュール本体２９ｆやコネクタ収納筒２９ｅや蓋２９ｑは、例えば、プラスチックなど
の樹脂等から形成される。
なお、成端光ファイバ５１、ケーブル側光ファイバ２６の端部の光コネクタ５１ａ、２６
ａとしては、例えば、ＪＩＳ　Ｃ　５９８１に制定されるＭＴ形光コネクタ（ Mecanicall
y Transferable）等が採用される。このＭＴ形光コネクタは、単心にも対応できる。
【００１８】
図６は、光モジュール２９１の接続部収納空間５３を示す側面図、図７は、図６のＢ－Ｂ
線断面矢視図、図８は、光モジュール２９１の光部品収納空間５４内部を示す側面図であ
る。
図５、図６、図７に示すように、この光モジュール２９１のモジュール本体２９ｆ内部に
は、このモジュール本体２９ｆ厚さ方向中央部に設けられた仕切壁５５によって、接続部
収納空間５３と、光カプラ５６等の光部品を収納する光部品収納空間５４とが画成されて
いる。前記接続部収納空間５３と前記光部品収納空間５４とは、モジュール本体２９ｆの
厚さ方向両側に、前記仕切壁５５を介して隣接し、しかも、前記仕切壁５５に開口された
光ファイバ連通穴５５ａを介して連通されている。
【００１９】
図８（ａ）は、光モジュール２９１を光コネクタアダプタ２９ａ側から見た正面図、図８
（ｂ）は、図８（ａ）のＣ－Ｃ線断面矢視図であり、光部品収納空間５４の内部を示す図
である。
図６および図８（ｂ）に示すように、モジュール本体２９ｆ内に収納された成端光ファイ
バ５１の一端は、接続部収納空間５３から、仕切壁５５の連通穴５５ａを介して、光部品
収納空間５４に引き込まれて、単心分岐して、それぞれ多連の光コネクタアダプタ２９ａ
に対して接続されている。前記連通穴５５ａ近傍に設けられた引留具５４ｃは、この連通
穴５５ａを介して光部品収納空間５４内に引き込まれた成端光ファイバ５１を、引き留め
る。したがって、接続部収納空間５３内にて、成端光ファイバ５１に振動や引っ張り力が
作用しても、光部品収納空間５３内の成端光ファイバ５１には、これら振動や引っ張り力
は作用せず、安定な収納状態が維持される。この光部品収納空間５３内では、余長収納部
５４ｄによって、成端光ファイバ５１の余長が湾曲収納される。
なお、光部品収納空間５４内にて、成端光ファイバ５１の配線等の作業を行うには、モジ
ュール本体２９ｆ周囲の複数の取付穴２９ｔ（図８（ｂ）参照）と、仕切壁５５から突設
された突起（図示せず）との嵌合を解除し、仕切壁５５を取り外す。仕切壁５５は、モジ
ュール本体２９ｆに対して着脱可能になっている。
【００２０】
図６に示すように、成端光ファイバ５１は、光コネクタ５１ａによって、別の光ファイバ
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にコネクタ接続可能に成端された他端を有している。この成端光ファイバ５１他端近傍に
確保された接続余長は、接続部収納空間５３内の余長収納部５３ａによって湾曲収納され
る。図９に示すように、さらに、この成端光ファイバ５１他端には、必要に応じて、融着
光ファイバ５２がコネクタ接続される。この融着光ファイバ５２は、別の光ファイバ（本
実施の形態ではケーブル側光ファイバ２６）と融着接続される一端と、光コネクタ５２ａ
によって前記成端光ファイバ５１他端に着脱自在にコネクタ接続される他端とを備える。
前記接続部収納空間５３内には、前記成端光ファイバ５１他端に融着光ファイバ５２をコ
ネクタ接続した光コネクタ５１ａ、５２ａを接続状態を維持したまま取り出し可能に収納
するコネクタ収納部５３ｂと、前記融着光ファイバ５２一端に対して別の光ファイバ（ケ
ーブル側光ファイバ２６）を融着接続した融着接続部５８を収納する融着部収納部５３ｃ
と、前記余長収納部５３ａとを備える。
【００２１】
図１０は、試験用光ファイバ２９ｃを備える光モジュール２９２の、光部品収納空間５４
内部を示す側面図である。なお、接続部収納空間５３内の構成は、試験用光ファイバ２９
ｃを有していない光モジュール２９１（図６または図９参照）と同様であるため、説明を
省略する。また、図中、光モジュール２９１と同じ構成部分には同一の符号を付している
。
この光モジュール２９２では、接続部収納空間５３から、仕切壁５５の連通穴５５ａを介
して、光部品収納空間５４に引き込んだ成端光ファイバ５１の一端を、別の光ファイバ５
６と融着接続し、この光ファイバ５６を介して、前記光コネクタアダプタ２９ａに対して
単心分岐して接続している。光ファイバ５１、５６同士の融着接続部５７は、光部品収納
空間５４内に設けられた光部品収納部５４ａ内に取り出し可能に収納する。前記光ファイ
バ５６の途中には、光カプラ５６ａと、光フィルタ５６ｂとが介在配置されている。これ
ら光カプラ５６ａ、光フィルタ５６ｂは、光部品収納部５４ａ、５４ｂに振り分けて、そ
れぞれ取り出し可能に収納している。なお、図１０の例では、融着接続部５７と光フィル
タ５６ｂとを同じ光部品収納部５４ａ内に重ねて収納している。
光カプラ５６ａに接続された試験用光ファイバ２９ｃは、モジュール本体２９ｆの、光コ
ネクタアダプタ２９ａに対向する他端部に開口された光ファイバ穴２９ｇを介して、モジ
ュール本体２９ｆ外側へ引き出される。なお、光ファイバ穴２９ｇは、接続部収納空間５
３および光部品収納空間５４の両方に連通されており（図５参照）、接続部収納空間５３
からコネクタ付きの光ファイバ２６、５２等を引き出すことも可能である。
【００２２】
図１１（ｃ）は、この場合の光モジュール２９の光配線を模式的に示す。図１０および図
１１（ｃ）に示すように、光ファイバ５６には、その途中に介在された光カプラ５６ａを
介して、試験用光ファイバ２９ｃが接続され、光線路試験装置３７から試験用光ファイバ
２９ｃを介して伝送された試験光が、ケーブル側光ファイバ２５側、装置側光ファイバ３
３側のいずれの方向にも入射され、断線等の試験がなされるようになっている。なお、光
フィルタ５６ｂは、光カプラ５６ａよりも伝送装置側にて、通信光波長（例えば１．３１
μｍ）とは異なる波長の試験光（例えば、１．５５μｍ）をカットする。
なお、試験用光ファイバ２９ｃ先端の光コネクタ２９ｂは、成端光ファイバ５１や融着光
ファイバ５２の光コネクタ５１ａ、５２ａ、ケーブル側光ファイバ２６先端の光コネクタ
２６ａと同様のＭＴ形光コネクタである。
【００２３】
光配線盤２０にあっては、ケーブル側光ファイバ２６や装置側光ファイバ３３の光線路に
ついて、断線等の監視（線路監視）を行わない回線に対しては、試験用光ファイバ２９ｃ
を有していない光モジュール２９１を適用し、線路監視を行う回線に対しては、試験用光
ファイバ２９ｃを有している光モジュール２９２を適用する。
ところで、前記光モジュール２９１、２９２は、ケーブル側光ファイバ２６が、コネクタ
成端されていても、コネクタ成端されていなくても、いずれであっても対応でき、光コネ
クタアダプタ２９ａによってコネクタ成端できる。ケーブル側光ファイバ２６の成端の有
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無に対する対応は、両光モジュール２９１、２９２で共通である。
【００２４】
図１１（ａ）は、コネクタ成端されたケーブル側光ファイバ２６に対応する場合、図１１
（ｂ）はコネクタ成端されていないケーブル側光ファイバ２６に対応する場合を示す。
ケーブル側光ファイバ２６がコネクタ成端されている時は、図６および図１１（ａ）に示
すように、このケーブル側光ファイバ２６の光コネクタ２６ａによってコネクタ成端され
ている端部を、光モジュール２９側の成端光ファイバ５１他端の光コネクタ５１ａに直接
接続する。接続状態の光コネクタ２６ａ、５１ａはコネクタ収納筒２９ｅに収納する。こ
の時、成端光ファイバ５１は、余長収納部５３ａ内にて湾曲用突起５３ｄに巻き付けるな
どして湾曲収納されている接続余長を引き出して、光コネクタ５１ａ付きの端部をコネク
タ収納筒２９ｅに貫通させてモジュール本体２９ｆ外側に引き出し、ケーブル側光ファイ
バ２６とのコネクタ接続後、コネクタ収納筒２９ｅ内に押し込むようにする。成端光ファ
イバ５１の接続余長は、引出余長として機能する。コネクタ収納筒２９ｅ内には、光コネ
クタ５１ａ、２６ａが接続状態を保ったまま、引出可能に収納される。ケーブル側光ファ
イバ２６を引っ張るなどすると、コネクタ収納筒２９ｅから光コネクタ５１ａ、２６ａを
容易に引き出すことができる。なお、コネクタ収納筒２９ｅに専用のレバー等を設けて、
コネクタ収納筒２９ｅからの光コネクタ５１ａ、２６ａの引き出しを行うようにした構成
も採用可能である。
【００２５】
ケーブル側光ファイバ２６がコネクタ成端されていない時は、図９および図１１（ｂ）に
示すように、この融着光ファイバ５２の反対側の端部（一端）に、ケーブル側光ファイバ
２６を融着接続し、この融着光ファイバ５２のコネクタ成端された他端を、成端光ファイ
バ５１にコネクタ接続する。光ファイバ５１、５２同士を接続した光コネクタ５１ａ、５
２ａは、コネクタ収納部５３ｂ内に収納する。成端光ファイバ５１の余長は、余長収納部
５３ａに湾曲収納する。光ファイバ５２、２６同士の融着接続部５８は、融着部収納部５
３ｃに収納し、光ファイバ５２、２６の接続余長は、余長収納部５３ａに収納する。また
、ケーブル側光ファイバ２６は、融着接続部５８の収納作業等に鑑みて、モジュール本体
２９ｆ外側からコネクタ収納筒２９ｅに貫通させて、一度、接続部収納空間５３に到達さ
せてから、融着光ファイバ５２と融着接続することで、融着接続部５８を融着部収納部５
３ｃに収納した後も、コネクタ収納筒２９ｅに貫通した状態が維持される。ケーブル側光
ファイバ２６のコネクタ収納筒２９ｅ内に収納される部分には、保護チューブ５９を装着
して、この保護チューブ５９をコネクタ収納筒２９ｅによって引き留めることがより好ま
しい。これにより、光モジュール２９外側に引き出されたケーブル側光ファイバ２６に作
用する引っ張り力や振動等が、光モジュール２９内部に影響することを確実に防止できる
。
なお、光ファイバ２６、５１同士を接続した光コネクタ２６ａ、５１ａは、後に、光モジ
ュール２９から取り出す予定が無ければ、別途、接続部収納空間５３内に設けたコネクタ
収納部に収納することも可能である。
また、図１１（ａ）、（ｂ）において、各光コネクタ５１ａの心数は、ケーブル側光ファ
イバ２６の心数や、光カプラ５６ａの接続単位心数等に対応して適宜変更可能することは
言うまでも無い。
【００２６】
このように、この光モジュール２９１、２９２では、コネクタ成端されたケーブル側光フ
ァイバ２６に対しては、成端光ファイバ５１をコネクタ接続し、コネクタ成端されていな
いケーブル側光ファイバ２６に対しては、成端光ファイバ５１にコネクタ接続した融着光
ファイバ５２を融着接続することで、ケーブル側光ファイバ２６を、そのコネクタ成端の
有無に関係無く、いずれの場合であっても、成端光ファイバ５１を介して（光モジュール
２９２では、光ファイバ５６をも経由して）、光コネクタアダプタ２９ａに接続してコネ
クタ成端できる。このため、ケーブル側光ファイバ２６のコネクタ成端の有無に対応して
専用の光モジュールを選択使用する場合に比べて、モジュールの無駄が少なく、しかも、
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光モジュールの入れ替え等の必要も無いため、低コスト化、接続作業性の向上といった優
れた効果が得られる。
この光モジュール２９１、２９２では、成端光ファイバ５１に対して接続後のケーブル側
光ファイバ２６の変更に伴って、ケーブル側光ファイバ２６のコネクタ成端の有無が切り
替わっても、融着光ファイバ５２の使用、不使用を切り替えれば、容易に対応できる。
【００２７】
また、この光モジュール２９１、２９２では、融着光ファイバ５２の使用、不使用を選択
しても、成端光ファイバ５１の光コネクタアダプタ２９ａに対する接続は変更されないの
で、光コネクタアダプタ２９ａに対する装置側光ファイバ３３、スプリッタコード４５、
ジャンパコード４８の接続を変更する必要は無く、光配線盤２０内にて光ファイバ３３、
４５、４８の移動や配線ルートの変更が不要である。このため、光ファイバ３３、４５、
４８のケーブル側光ファイバ２６ｂに対する接続作業性を向上できる。
しかも、光ファイバ３３、４５、４８は、別途、ジャンパコードを用いること無く、直接
、光コネクタアダプタ２９ａにコネクタ接続されるから、ケーブル側光ファイバ２６に対
する対照が容易であり、接続作業性を向上できる。この直接接続による接続作業性の向上
は、光コネクタアダプタ２９ａに対して光ファイバ３３、４５、４８を切替接続する時に
も、同様に発揮される。
図３に示すように、成端部２８では、横並びに配列される光モジュール２９（２９１、２
９２）間の隙間に、回線表示カード６０が挿入される。図１２に示すように、この回線表
示カード６０には、光コネクタアダプタ２９ａに接続される回線番号、回線名、ケーブル
名称が表示されているため、光コネクタアダプタ２９ａに対する光ファイバ３３、４５、
４８の接続は、間違うこと無く効率良く行うことができる。
【００２８】
成端光ファイバ５１に対する融着光ファイバ５２の着脱作業や、融着光ファイバ５２とケ
ーブル側光ファイバ２６の融着接続等の作業は、光モジュール２９１、２９２の蓋２９ｑ
を開放して、接続部収納空間５３を露出させて行う。
この光モジュール２９１、２９２によれば、接続部収納空間５３と、光部品収納空間５４
との間が、仕切壁５５によって仕切られているので、接続部収納空間５３内での作業を、
光部品収納空間５４内の光ファイバや、光部品（光カプラ５６ａ等）に触れること無く行
うことができ、作業中の接触によって光部品等の光特性を損なう等の懸念が無いため、作
業性を向上できる利点がある。
【００２９】
ところで、試験用光ファイバ２９ｃを備えていない光モジュール２９１についても、ケー
ブル側光ファイバ２６の断線等の試験を行うことができる。
図１３（ａ）、（ｂ）に示すように、光配線盤２０の各成端部２８上部には、図示しない
光ファイバを介して心線選択装置３８と接続されている接続部３９が配置されており、成
端光ファイバ５１に対してコネクタ接続する光ファイバ２６、５２を、前記接続部３９の
光コネクタにコネクタ接続する。図１３（ａ）では、コネクタ成端されているケーブル側
光ファイバ２６を、直接、接続部３９にコネクタ接続している。これにより、光線路試験
装置３７から出力された試験光が、接続部３９を介してケーブル側光ファイバ２６に入射
可能となり、断線等の試験を行うことができる。
また、図１３（ｂ）および図１４では、コネクタ成端されていないケーブル側光ファイバ
２６を、融着光ファイバ５２と融着接続後、この融着光ファイバ５２のコネクタ成端され
た他端を接続部３９にコネクタ接続している。この場合でも、光線路試験装置３７からの
試験光が、融着光ファイバ５２を介してケーブル側光ファイバ２６に入射されることによ
り、断線等の試験を行うことができる。ケーブル側光ファイバ２６を、成端光ファイバ５
１側の光線路と接続する前に、断線等を試験することで、光モジュール２９１での光配線
作業を完了する前に補修等の作業を行うことができる。
図１４に示すように、ケーブル側光ファイバ２６は、光モジュール２９１のコネクタ収納
筒２９ｅを貫通して接続部収納空間５３内に引き込んで余長を湾曲収納する。したがって
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、光モジュール２９１がケーブル側光ファイバ２６の余長収納ケースとして機能すること
で、光ファイバ２６、５２同士の接続を効率良く行うことができる。
コネクタ収納筒２９ｅは、ケーブル側光ファイバ２６を引き込むための開口部、光ファイ
バ穴２９ｇは、融着光ファイバ５２を光線路試験装置３７へ引き出すための開口部として
機能する。
【００３０】
また、この試験方法は、試験用光ファイバ２９ｃを有する光モジュール２９２についても
利用可能であり、いずれの光モジュール２９１、２９２についても、モジュール本体２９
ｆ内での接続余長処理等を行う前に試験（竣工試験）を行うことで、ケーブル側光ファイ
バ２６に係る光線路の異常個所を早期に発見でき、光配線盤２０全体を組み上げる前に、
異常箇所の補修等の対処をとれる利点がある。
前記接続部３９には、該当の成端部２８内の全ての光モジュール２９に係る試験用光ファ
イバ２９ｃの接続を可能とする対応心数が確保されることが普通であるから、多数の光フ
ァイバ２６、５２を接続部３９に接続し、心線選択装置３８における光ファイバの選択を
切り替えつつ、光線路試験装置３７から試験光を入射することで、多数の光ケーブル２４
側の多数の光線路について、断線等を順次試験できる。
なお、試験後は、接続部３９から取り外した光ファイバ２６、５２を成端光ファイバ５１
にコネクタ接続すれば、光モジュール２９１、２９２を完成できる。
【００３１】
線路監視を行う場合は、成端部２８に光モジュール２９２を挿入して、試験用光ファイバ
２９ｃを接続部３９にコネクタ接続する。これにより、光モジュール２９２に内蔵の光カ
プラ５６ａを介して、ケーブル側光ファイバ２６に係る光線路が試験用光ファイバ２９ｃ
と接続され、光線路試験装置３７から出力された試験光の入射によって、断線等を試験で
きる。光コネクタアダプタ２９ａに装置側光ファイバ３３が接続されていれば、装置側の
光線路についても、同様に、断線等を監視できる。
なお、成端部２８に挿入した全ての光モジュール２９２の試験用光ファイバ２９ｃを接続
部３９に接続しておけば、心線選択装置３８による光ファイバの選択によって、各光モジ
ュール２９２に係る光線路の監視を順次、自動的かつ連続的に行うことができる。
【００３２】
ケーブル側光ファイバ２６の入れ替え等に伴って、光モジュール２９１に代えて、光モジ
ュール２９２を使用する時には、成端部２８から光モジュール２９１を引き抜いて、光モ
ジュール２９２を挿入し、この光モジュール２９２から引き出された試験用光ファイバ２
９ｃを接続部３９に接続すれば良い。逆に、光モジュール２９２から光モジュール２９１
に変更する時は、接続部３９から試験用光ファイバ２９ｃを取り外した後、成端部２８に
対して、光モジュール２９２を光モジュール２９１に入れ替えれば良い。このように、こ
の光配線盤２０によれば、光モジュール２９１、２９２を選択使用することで、線路監視
の有無に容易に対応できる。しかも、光モジュール２９２は、接続部３９に対して試験用
光ファイバ２９ｃを着脱するだけで、光配線盤２０に対する増設、撤去を簡単に行えるの
で、既設の光モジュールに対して光カプラ等の組み込みや撤去を行う場合に比べて、入れ
替え作業性を大幅に向上できる。
【００３３】
光モジュール２９１、２９２の入れ替えを行うと、光モジュール２９１、２９２の光コネ
クタアダプタ２９ａに対する、光ファイバ３３、４５、４８の取り外し作業、接続作業が
必要になるが、回線表示カード６０によって、光コネクタアダプタ２９ａに対する光ファ
イバ３３、４５、４８の接続を間違うこと無く、正確に行うことができる。また、光ファ
イバ３３、４５、４８は、光コネクタアダプタ２９ａに直接接続され、接続対象のケーブ
ル側光ファイバ２６との対照が容易であることも、接続作業性の向上に寄与する。さらに
、特に、光ファイバ３３は、光モジュール２９１、２９２の入れ替えに伴って、配線ルー
トの変更が必要になっても、余長吸収棚３４から容易に取り出せる等により、配線ルート
の変更が容易であることも、接続作業性の向上に寄与する。
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【００３４】
なお、本発明は、前記した実施の形態に限定されず、各種変更が可能である。例えば、本
発明に係る光モジュールの適用対象は、前記実施の形態に記載以外の構成の光配線盤であ
っても良く、また、光配線盤以外、光接続箱等であっても良い。但し、光配線盤としては
、前記実施の形態に示したように、装置側光ファイバ３３等を直接、光モジュールの光コ
ネクタアダプタにコネクタ接続する構成や、余長吸収棚等を備えて、内部に配線された光
ファイバの移動（配線ルートの変更等）が容易になっている構成であることが好ましい。
この光モジュールに収納される光ファイバや、このモジュール側の光ファイバに接続され
る光ファイバの心数は、多心、単心のいずれでも良い。この場合、光コネクタアダプタや
、モジュール内に収納される光部品の数や対応心数等も、光ファイバの心数に適合される
ことは言うまでも無い。
光モジュールのモジュール本体等の形状は、薄板ケース状に限定されず、適宜変更可能で
ある。例えば、光コネクタアダプタや、コネクタ収納筒の取り付け位置は、モジュール本
体の対向する両側である必要は無く、モジュール本体の同一の側面に、互いに接近させる
ことも可能である。また、成端光ファイバや融着光ファイバに接続される光ファイバの内
外連通や、コネクタ接続部の収納のために、モジュール本体に設けられる構成としては、
コネクタ収納筒に限定されず、他の構成も採用可能である。
【００３５】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明の光モジュールによれば、ケース状のモジュール本体側部
に取り付けられた光コネクタアダプタ側に接続された成端光ファイバの、コネクタ成端さ
れた端部に、コネクタ成端された別の光ファイバをコネクタ接続するか、あるいは、コネ
クタ成端されていない光ファイバに融着接続した融着光ファイバを介して成端光ファイバ
にコネクタ接続するので、光ファイバを、コネクタ成端の有無に関係無く、成端光ファイ
バと接続して、光コネクタアダプタによってコネクタ成端できる。これにより、光ファイ
バのコネクタ成端の有無によって専用の光モジュールを選択使用する場合に比べて、低コ
スト化でき、成端光ファイバとの接続作業性の向上を図れる。
　また、外部の光ファイバを開口部からモジュール本体内に引き込み、

この外部光ファイバに接続した光ファイバを開口部から引き出して
、光線路試験装置へ接続すると、光モジュール全体の光配線の竣工前であっても、外部の
光ファイバに係る光線路の断線試験等を行うことができ、この外部の光ファイバに係る光
線路に断線等の異常が発見された場合の補修等の作業を効率良く行うことができるといっ
た優れた効果を奏する。
　請求項 記載の光モジュールによれば、成端光ファイバに接続する光ファイバの成端の
有無に関わらず、光カプラによって、試験用光ファイバと接続でき、試験光の入射による
断線等の試験を行うことができる。光カプラから光コネクタアダプタ側へ試験光が入射可
能であれば、光コネクタアダプタ側の光線路についても、断線等の試験を行うことができ
る。
　 光配線盤によれば、光モジュールを入れ替えるだけで、竣工後の線路監視
の有無に簡単に対応できるといった優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施の形態の光配線盤を示す図であって、（ａ）は装置側を示す正
面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線断面矢視図である。
【図２】　図１の光配線盤のケーブル側を示す背面図である。
【図３】　図１の光配線盤の成端部を示す側面図である。
【図４】　図１の光配線盤に適用される余長吸収棚を示す斜視図である。
【図５】　本発明の一実施の形態の光モジュールを示す斜視図である。
【図６】　図５の光モジュールの接続部収納空間の内部を示す側面図である。
【図７】　図６のＢ－Ｂ線断面矢視図である。
【図８】　図５の光モジュールを示す図であって、（ａ）は光コネクタアダプタ側から見
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た正面図、（ｂ）は前記図８（ａ）のＣ－Ｃ線断面矢視図であって、光部品収納空間の内
部を示す。
【図９】　図５の光モジュールの接続部収納空間の内部を示す図であって、成端光ファイ
バに融着光ファイバを接続して、ケーブル側光ファイバと接続した状態を示す側面図であ
る。
【図１０】　試験用の光モジュールの光部品収納空間の内部を示す側面図であって、試験
用光ファイバの接続状態を示す。
【図１１】　本発明に係る一実施の形態の光モジュールの光配線図であり、（ａ）は、コ
ネクタ成端されている光ファイバと接続状態、（ｂ）は、コネクタ成端されていない光フ
ァイバとの接続状態、（ｃ）は、試験用の光モジュールにおける光カプラや試験用光ファ
イバの組み込み状態を示す。
【図１２】　回線表示カードを示す図である。
【図１３】　試験用光ファイバを備えていない光モジュールにおける竣工試験を示す図で
あって、（ａ）は、コネクタ成端されたケーブル側光ファイバに対応する場合、（ｂ）は
、コネクタ成端されていないケーブル側光ファイバに対応する場合を示す。
【図１４】　試験用光ファイバを備えていない光モジュールにおける竣工試験を示す図で
あって、（ｂ）は、コネクタ成端されていないケーブル側光ファイバに対応する場合を示
す斜視図である。
【図１５】　従来例の光モジュールを示す斜視図である。
【符号の説明】
２０…光配線盤、２６…光ファイバ（ケーブル側光ファイバ）、２６ａ…光コネクタ、２
９，２９１，２９２…光モジュール、２９ａ…光コネクタアダプタ、２９ｃ…試験用光フ
ァイバ、２９ｅ…外部の光ファイバが引き込まれる開口部（コネクタ収納筒）、２９ｆ…
モジュール本体、２９ｇ…開口部（光ファイバ穴）、３７…光線路試験装置、５１…成端
光ファイバ、５１ａ…光コネクタ、５２…融着光ファイバ、５６ａ…光カプラ、光部品。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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